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スキー教室 1/29, 2/5 ご協力ありがとうございました 

避難訓練 1/26、雪路を 3分 14秒 
 

第１回は２３名の保護者の方に、第２回

は 28 名の保護者の方にご協力いただき、

実り多いスキー教室を実施できました。ご

協力に感謝申し上げます。 

子ども達が大人になったとき、友人や家

族を連れてスキーを楽しめる人でいてく

れたらと願います。もちろん競技という

楽しみ方を目指すのもすばらしいこと

です。雪国の楽しみを知り、その楽しみ

を伝える人が一人でも増えたら、皆様の

ご協力に報いることと考えます。１９日

はスキー大会、めざせ自己ベスト！ 

 

 

ラジオ番組出演、放送委 
放送委員会の児童６名がラジオ番組に

出演します。ラジオ福島の『どぼくラジ

オ』という番組で、県内の小学生が建築

用語の説明をする企画です。１月２６日

の昼休みに学校で収録が行われました。 

オンエアは、南郷小 webでご案内しま

したが、男子 3 人が２月７日 18:30～

19:00 のどこか、女子３人が２月２１日

の同じ時間帯だそうです。スマホでは無

料アプリ radikoで視聴できます。いずれ 

YouTube にも

アップされる

とのことなの

で、情報が届き

ましたら南郷

小 web でお知

らせします。 
 

 

理科室から火災発生という想定で、避

難訓練を実施しました。寒いので防寒着

を着て、雪路をぬけて避難場所まで行く、

積雪期の訓練です。除雪重機が入った雪

道はとても滑ります。いつもなら気にし

ない足下も、今日は慎重に、慎重に。 

 積雪の状況によっては避難場所も変わ

ります。命をつなぐには、正しく情報を 

受け取るこ

とが重要で

す。今回の

訓練では、

きちんと放

送を聞いて

避難できま

した。 
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「なかよしタイム」の時間に、豆まき

集会を実施しました。各学年から、「追

い出したい鬼」を発表した後、進行役

の５年生と、ご協力くださる年男年女

の方々がセーフティマットに上がり、

「鬼は外～、福は内～」と豆をまきま

す。鬼は、突然やってくる災難もあれ

ば、心に巣食う弱さもあります。知恵

で鬼を払い福を呼び込むよう、冬から

春へ節目の伝統を体験しました。 

年女には保護者の方２名が、年男に

は南会津中の馬場校長先生が、協力く

ださいました。ご多用の中ありがとうご

ざいました。 

 

豆まき集会 2/3、年男年女のご協力ありがとうございました 

クロカン教室、３・４年生 2/2、５・６年生 2/4 

おめでとう、受賞披露 
≪福島県書きぞめ展 毛筆の部≫ 

 ４名の作品が賞に輝きました。 

おめでとうございます。 
☆書きぞめ大賞 ３年 中山 翠さん 
☆書きぞめ準大賞 １年 星 亮輔くん 
☆書きぞめ奨励賞 ５年 五十嵐彩羽さん 
 ４年 五十嵐 茜さん 

また、南郷小学校は、『優秀学校賞』に

輝きました。すばらしい作品を世に送り出

してくれた子ども達に感謝です。１４

日に福島市で行われる授賞式に、代表

で校長が参加してきます。 

なお、福島民報新聞社では、書きぞ

め大賞受賞者が紙面の題字を書くコー

ナーがあり、中山翠さんの毛筆題字が、

３月いっぱい紙面を飾る予定です。初

日はインタビュー記事も掲載されま

す。重ねておめでとうございます。 

体育で、クロスカントリースキー教室を

実施しました。講師は、保護者の阿久津

かなえ様と、体育主任の三瓶先生です。 

コースは学校の裏で、春夏秋は近所の

方の畑になっている場所です。積雪期に

スキーで使う了解をいただいています。 

経験を重ねている子は、ストックの動

かし方が大きく、伸びやかなフォームが

キラリと光ります。登りあり下りあり、

アルペンスキーとはひと味違う冬のスポ

ーツを、たっぷりと体験しました。阿久

津様いつもありがとうございます。 


